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質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
全
国
で
米
価
の
暴
落
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
本
市
独
自

の
支
援
は
。

　

答
弁　

市
は
令
和
３
年
産
米
の

一
等
米
品
質
を
確
保
す
る
た
め
に
行

う
色
彩
選
別
の
経
費
一
部
補
助
や
新

型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
の
長
期
化
を

黄金色の稲穂（小友町）

コ
ロ
ナ
禍
の
米
価
対
策
は

収
入
保
険
の
加
入
促
進
に
支
援

松田 修一 
 （碧　い　風）

伊勢 　純 
 （日本共産党）

　

答
弁　

本
市
は
、
令
和
３
年
３

月
末
ま
で
に
６
４
０
カ
所
が
土
砂

災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
を
受
け

て
い
る
。
昨
年
度
は
、
米
崎
・
広

田
地
区
の
住
民
説
明
会
で
周
知
や

個
別
相
談
に
応
じ
た
。
本
年
度
中

に
両
地
区
の
土
砂
災
害
な
ど
を
予

測
す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新

し
、
全
戸
配
布
す
る
。

見
据
え
た
農
業
収
入
保
険
へ
の
加
入

促
進
等
に
対
し
支
援
を
進
め
る
。

　

質
問　

市
内
の
青
年
農
業
者
が

自
発
的
に
学
ん
で
い
る
大
学
等
で

の
研
修
に
支
援
は
。

　

答
弁　

青
年
就
農
者
か
ら
は
、

「
研
修
先
は
内
陸
が
多
く
、
移
動

経
費
の
負
担
が
大
き
い
」
等
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
、

支
援
策
を
検
討
す
る
。

市
内
事
業
者
へ
支
援
は

　

質
問　

岩
手
緊
急
事
態
宣
言
を

受
け
、
本
市
の
事
業
者
支
援
は
。

　

答
弁　

７
月
に
飲
食
事
業
者
支

援
金
を
67
件
１
０
９
０
万
円
支
給

し
た
。
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
１
万
１
千
セ
ッ
ト
を
販
売
し
、

市
内
で
買
い
物
し
て
も
ら
い
、
地

域
経
済
循
環
を
促
進
さ
せ
る
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　

質
問　

事
業
者
の
休
業
や
時
間

短
縮
営
業
に
国
や
県
が
大
き
な
補

償
を
行
う
こ
と
が
重
要
だ
。
国
の

財
政
支
援
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

　

答
弁　

市
は
、
大
震
災
か
ら
再

建
さ
れ
た
事
業
者
が
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
で
事
業
を
失
う
こ
と

の
な
い
よ
う
に
全
力
で
支
え
る
。

ま
た
、
国
・
県
か
ら
相
当
の
支
援

が
な
さ
れ
る
よ
う
に
引
き
続
き
要

望
し
て
い
く
。

土
砂
災
害
対
策
は

　

質
問　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

の
指
定
情
報
の
活
用
と
区
域
内
の

住
民
へ
丁
寧
な
説
明
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

　

質
問　

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
の
誘
致
に
つ
い

て
、
可
能
性
を
ど
う
認
識
し
て
い

る
か
。

ILC 建設候補地（一関市、奥州市及び気仙沼市の資料より）

Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
へ
具
体
策
は

実
現
後
の
役
割
に
応
じ
た
活
動
検
討

受
け
入
れ
活
動
を
検
討
す
る
。

 

職
員
の
育
成
方
針
は

　

質
問　

職
員
人
材
育
成
基
本
方

針
に
よ
る
人
材
育
成
の
成
果
と
課

題
を
ど
う
認
識
し
、
今
後
ど
う
生

か
し
て
い
く
の
か
。

　

答
弁　

人
事
評
価
と
関
連
付
け

し
、
人
材
育
成
を
図
る
方
針
を
明

確
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
職
員
が

　

答
弁　
世
界
の
研
究
者
が
支
持

し
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
国
際
推
進
チ
ー
ム
に

よ
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
準
備
研
究
所
の
提
案

書
で
北
上
山
地
へ
の
建
設
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
実
現
に
向

け
た
前
進
を
期
待
す
る
。

　

質
問　

本
市
益
を
踏
ま
え
た
誘

致
ビ
ジ
ョ
ン
と
具
体
策
は
。

　

答
弁　

市
民
や
民
間
企
業
主
体

に
よ
る
誘
致
活
動
の
活
発
化
を
期

待
す
る
。
ま
た
、
各
種
連
携
組
織

や
関
係
自
治
体
と
情
報
共
有
し
て

誘
致
実
現
に
向
け
取
り
組
み
、

実
現
後
の
本
市
の
役
割
に
応
じ
た

目
指
す
べ
き
方
向
性
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
組
織
内
の
共
通
理
解
が

深
ま
っ
た
一
方
、
行
政
経
験
が
浅

い
職
員
が
多
い
現
状
か
ら
、
日
常

業
務
の
遂
行
と
併
せ
た
人
材
育
成

の
難
し
さ
を
認
識
し
て
い
る
。
職

員
が
自
ら
仕
事
や
働
き
方
の
将
来

像
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
行

動
の
在
り
方
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が

ら
、
日
常
業
務
や
自
己
啓
発
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
業
務
の
効
率
化

と
風
通
し
の
良
い
職
場
風
土
の
醸

成
に
取
り
組
み
、
長
期
的
視
点
で

計
画
的
か
つ
効
果
的
な
育
成
を
図

る
。人

事
評
価
の
成
果
は

　

質
問　

人
事
評
価
制
度
の
運
用

に
よ
る
成
果
と
課
題
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　

答
弁　

評
価
者
と
被
評
価
者
相

互
の
意
思
疎
通
と
職
員
の
意
欲
向

上
、
組
織
の
活
性
化
が
図
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
い
か
に
公

平
で
公
正
な
評
価
を
行
う
か
が
課

題
で
あ
る
。
今
後
は
、
人
事
評
価

に
応
じ
た
職
員
の
人
材
育
成
、
人

事
管
理
な
ど
を
適
正
に
行
い
、
さ

ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
げ
る
。

　

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
市
内
で

も
職
場
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て

緊
張
感
が
あ
る
。
政
府
が
原
則
自

宅
療
養
方
針
を
撤
回
し
な
い
中
、

全
国
で
は
自
宅
で
亡
く
な
る
人
が

相
次
い
で
い
る
。
自
宅
療
養
は
絶

対
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
臨

不織布マスク

時
の
医
療
施
設
や
宿
泊
療
養
施
設

の
設
置
も
必
要
に
な
る
と
思
う
が
、

県
の
医
療
提
供
体
制
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

本
県
で
は
独
自
の
緊
急

事
態
宣
言
を
発
出
し
て
い
る
が
、

９
月
５
日
時
点
で
３
５
０
病
床
の

う
ち
、
入
院
者
２
２
２
人
、
宿
泊

療
養
者
は
１
３
７
人
と
な
っ
て
い

る
。
県
は
自
宅
療
養
さ
せ
な
い
方

針
を
継
続
し
て
い
る
。

　

質
問　

感
染
防
止
の
た
め
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
と
と
も
に
大
規
模
な

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
が
重
要
で
あ

り
、
事
業
所
や
学
校
、
保
育
施
設

等
で
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　

各
事
業
所
に
感
染
予
防

対
策
の
支
援
金
を
交
付
し
た
。
ま

た
、抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
購
入
し
、

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
の
懸
念
が
あ
る

場
合
、
迅
速
に
検
査
を
行
う
。

学
校
に
不
織
布
マ
ス
ク
は

　

質
問　

学
校
現
場
の
感
染
防
止

策
と
し
て
、
先
生
も
生
徒
も
一
括

し
て
不
織
布
マ
ス
ク
と
す
べ
き
と

思
う
が
、
財
源
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

国
の
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
な
ど
を
活
用
し
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
策
を
考
え
る
。

在
宅
介
護
家
族
に
支
援
は

　

質
問　

低
所
得
の
介
護
施
設
利

用
者
の
食
費
が
８
月
か
ら
大
幅
負

担
増
と
な
る
が
ど
う
か
。

　

答
弁　

介
護
施
設
入
所
者
２
１

７
人
の
う
ち
、
47
人
は
食
費
の
自

己
負
担
が
一
日
６
５
０
円
か
ら

１
３
６
０
円
に
な
り
、
月
額
２
万

感
染
者
の
医
療
体
制
は

　

県
は
自
宅
療
養
さ
せ
な
い
方
針

大坪 涼子
 （日本共産党）

２
千
円
の
負
担
増
が
見
込
ま
れ
る
。

　

質
問　

要
介
護
４
、５
の
在
宅

介
護
家
族
の
苦
労
も
大
変
に
な
っ

て
い
る
。
本
市
独
自
の
家
族
支
援

手
当
の
対
象
を
拡
大
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

答
弁　

対
象
拡
大
は
慎
重
な
判

断
が
求
め
ら
れ
、
他
市
の
状
況
調
査

や
財
政
課
題
も
含
め
検
討
す
る
。


